
2022年度　ダイバーシティ推進委員会事業計画

年間目標 達成基準・状態 施策 担当 担当における具体的計画

ⒼⒸⒹⓈⓇⓄ
中期事業計画の実
現に向けた取り組み
が順調に進んでい
る。

中期計画(2022-2024年）の進捗
管理を行う。

委員会/推進室
制度環境部会
教育研修部会
広報調査部会

・2022年度計画を遂行し、進捗管理を行い、

年度末には報告書を作成するとともに2023
年度の詳細計画を策定する。

・次期3か年（2022-2024年度）の中期計画を
策定する。

ⒼⒸⒹⓈⓇⓄ
ダイバーシティ推進
に関する指標が策
定され、この指標に
よる自己評価結果
が公表されている。

①学内会議にて指標策定の議
論・合意形成を行い、指標を策定
する。

②策定された指標により自己評
価・自己点検を行い、これを公表
する。

委員会/推進室
制度環境部会

①INDEXの素案を作成し、ダイバーシティ推
進委員会、法人会議に諮り、指標を策定す
る。

②策定された指標により自己評価・自己点検
を行い、これを公表する。

ⒸⒹ

障がい者や育児支
援を要する方への
配慮のあり方に対す
る教職員の理解が
促進され、実際に配
慮対応が導入され
ている。

①「講演会・イベント等への配慮
申請対応」の適用範囲を箇所主
催のものだけでなく教員主催の
ものにまで拡大していることをあ
らためて周知し、全学的な配慮対
応件数を増やす。

②合理的配慮や支援を必要とす
る教職員への各種対応および付
随する環境改善に向けた働きか
けを行う。

委員会/推進室
制度環境部会

①箇所や教職員が主催する講演会やイベント
等における「障がい者への合理的配慮にもと
づく情報保障」に関する施策についてあらた
めて理解と協力を促すとともに開催案内にお
ける告知文の掲載を促す。

②配慮や支援を要する教職員から直接ヒアリ
ングをして課題を整理する。そのうえで、関係
箇所に対する改善要求や各種調整を行う。さ
らに、障がいとともに生きる学生や教職員へ
の配慮対応事例の蓄積と学内での情報共有
のあり方について関連箇所と協議する。

ⒼⓈ

ジェンダー、セクシュ
アリティに関する施
策が、3件以上実施
されている。

①PRIDE指標ゴールド認定を目
指して申請する。

②セクシュアルマイノリティ当事
者のための相談窓口の設置につ
いて検討する。

③学生や教職員からの性別情報
収集を必要最小限に抑える働き
かけを行う。（SDCと協働）

④学内研修の充実を図り、ALLY
（セクシュアルマイノリティについ
て理解し、支援する教職員）を増
やす。（SDCと協働）

①委員会/推進室

制度環境部会

②委員会/推進室

制度環境部会

③委員会/推進室

④委員会/推進室

①PRIDE指標2022の指標項目における本学
の対応状況を確認し、対応が必要な項目を明
確にする。ゴールド認定の取得を目指して申
請する。

②当事者である教職員の声を受け止める窓
口のあり方を検討する。

③2020年度の調査結果をもとに性別情報を
収集する学内各種申請書類等の最新の状況
について各箇所に確認し、性別情報を収集す
る関連資料を集約する。引き続き、不要な性
別記載欄については削除に向けた働きかけを
行う。

④2022年度より受講が必須となったセルフマ
ネジメントセミナー「ダイバーシティ＆インク
ルージョンセミナー」を活用した啓発活動を進
展させる。職員対象の「ALLY養成研修」の実
施と今後の拡充について検討を進める。

分野記号： Ⓖ（gender）ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ／Ⓒ（care）育児・介護／Ⓓ（disability）障がい／Ⓢ（sexual minority）ｾｸｼｭｱﾙﾏｲﾉﾘﾃｨ／

               Ⓡ（race and ethnicity）人種・民族／Ⓞ（others）その他

ダイバーシティ
推進に対する
全学的な意識向上

2

長期的な展望に立つ
ダイバーシティの

推進
1
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年間目標 達成基準・状態 施策 担当 担当における具体的計画

分野記号： Ⓖ（gender）ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ／Ⓒ（care）育児・介護／Ⓓ（disability）障がい／Ⓢ（sexual minority）ｾｸｼｭｱﾙﾏｲﾉﾘﾃｨ／

               Ⓡ（race and ethnicity）人種・民族／Ⓞ（others）その他

ⒼⒸⒹⓈⓇⓄ

ダイバーシティ推進
に関する啓発セミ
ナー、講演会、意見
交換会等を年間6回
以上開催する。

ダイバーシティ推進に関する啓発
セミナー、講演会、意見交換会等
を企画し、主催・共催する。

委員会/推進室
教育研修部会

2022年度実施予定
【公開講演会】
・ダイバーシティ・マネジメント等をテーマとし
た講演会、シンポジウム等を開催する。（7月

/10月開催を予定）
・男女共同参画・ダイバーシティの推進プロ
ジェクト講演会を開催する（11月開催を予
定）。
・慶應義塾との共同イベントを開催することに
より、お互いの強みを活かした啓発活動を展
開していく。

【学内者対象】
・ワーク・ライフバランスデザインワークショップ
はこれまでの形態（各学術院共催）から、参加
者ニーズ・目標にあった新しい形態での開催
を検討する。
・「第8回Rikohティータイムシンポジウム」開催
（理工学術院共催）

【職員対象】
・職場復帰セミナー（育児休暇取得する男性
職員の増加に伴い、内容をさらにブラッシュ
アップしたうえで実施）
・キャリアセミナー（管理職のロールモデルを
紹介してキャリア志向を醸成する双方向型セ
ミナーを継続して実施）
・ライフタイム・キャリア研修（今後、受講対象
者が一定数に達したところで実施）
・国や官公庁と連携し、障害者差別解消法へ
の対応に関わる動画や資料を、職員向け研修
ツールとして提供する。

Ⓢ

「セクシュアルマイノ
リティ学生への配
慮・対応ガイド（教職
員向け）」第４版が教
職員に広く活用さ
れ、理解と受容の促
進ができている。

「セクシュアルマイノリティ学生へ
の配慮・対応ガイド（教職員向
け）」第４版を活用した啓発活動
を行う。

委員会/推進室
教育研修部会

・第4版を活用した啓発活動を行う。教職員が

より身近な問題として認識できるよう、Webサ
イトでの広報や新任教員セミナー、新入職員
研修等での周知徹底を行う。

・第4版の内容を精査・見直しを行い、第5版
を作成する。

Ⓡ

異文化を受容する
力を醸成するための
異文化理解促進活
動が展開されてい
る。

すべての構成員が、国籍・人種・
民族の違いによる差別や偏見を
受けることなく、平等に（学生）正
課活動、正課外活動、研究活動、
（教員）教育研究活動、（職員）業
務活動を遂行できる環境を享受
できる大学づくりを目指す。

委員会/推進室
教育研修部会

・SDC（スチューデントダイバーシティセン
ター）との連携強化により、異文化の受容やバ
イアスの低減を促し、ダイバーシティ＆インク
ルージョンを実現するための啓発活動を行
う。

3

ダイバーシティに
関わる教育・研究
の推進

ⒼⒸⒹⓈⓇⓄ

WSCメンバーズ基金
講座「ダイバーシ
ティを学ぶ」、「LGBT
をめぐる法と社会」
が円滑に実施され、
学生に対する教育
効果が実感できて
いる。

良質な科目提供、円滑な授業運
営を目指して、担当教員、ゲスト
スピーカー、TAとの連絡・調整を
密に行う。

委員会/推進室
教育研修部会

・担当教員の力をお借りして、多岐にわたる分
野からゲストスピーカーを招聘することで教
育内容の質の維持・向上を図る。

・科目登録前に当該寄付講座の魅力を学生
に対してアピールし、登録者数の増加を図る。

・公開講座とする際にはSDCおよび各関係箇
所と連携し広報活動を行い、広く聴衆を集め
る。

2

ダイバーシティ
推進に対する
全学的な意識向上

2 / 5 ページ



年間目標 達成基準・状態 施策 担当 担当における具体的計画
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ⒼⒸⒹⓈⓇⓄ

学内で提供される
ダイバーシティ関連
科目リストが学生、
教職員に活用され
ている。

学内で開講中の関連科目の内容
および担当教員のデータベース
のアップデート作業を行う。

委員会/推進室
教育研修部会

・部会委員への科目確認依頼を行い、リスト
を完成させる（2～3月）。

・完成したリストをWeb上で公開し、各学期科

目登録前に科目リストの存在を周知する（3

月、9月）。

Ⓖ

ハラスメント防止委
員会との協働による
啓発活動が展開さ
れている。

ダイバーシティへの理解促進が
ハラスメント防止につながるとい
う発想のもと、コンプライアンス推
進室（ハラスメント防止委員会事
務局）との共催による啓発イベン
トを行う。

委員会/推進室
教育研修部会

・引き続き、ハラスメント防止委員会とのコラ
ボレーションを図りながら、学生や教職員向け
の啓発イベントを企画し、開催する。

Ⓓ

学内で働く障がい者
とのコラボレーション
によるインクルー
ジョン教育活動が展
開されている。

特例子会社である株式会社早稲
田大学ポラリスとの連携により、
障がい者の自立やインクルージョ
ンなどに関心のある学生が、障が
いスタッフと交流しながら学ぶ機
会を提供する。

委員会/推進室
教育研修部会

・受講対象を広げるため、公開講座での実施
を検討する。コーディネーターを引き受けてく
ださる先生へ働きかけを行い、株式会社早稲
田大学ポラリスで働く障がいスタッフを招い
ていただけるよう、交渉、調整を行う。

Ⓒ

従来の保育関連施
設・育児支援制度に
加え、新たな施設設
置・制度導入の検討
が行われている。

保育関連施設のあり方を検討
し、改善の方向を模索するととも
に新たな育児支援サービスの導
入の可能性を摸索する。

キャンパス間の育児支援格差を
解消する制度導入の可能性を検
討する。

委員会/推進室
制度環境部会

・22年度ベビーシッター派遣事業割引券の電
子化に対応するため、従来業務内容の見直し
を行ったうえで、運用変更を行う。

・「ベビーシッター派遣事業」、「企業主導型保
育事業における共同利用契約」「学生・教職
員託児室（所沢キャンパス）」など既存の制
度・施設の認知度向上、利用促進に向け、必
要な情報提供・広報を行う。

Ⓒ

教員の出産育児に
関する制度が利用
者にとってわかりや
すく提示されてい
る。

「教員の出産育児に関する支援
制度ロードマップ」等の内容を拡
充し、効果的な情宣を行う。

委員会/推進室
広報調査部会

・補足情報の収集やFAQの作成により、支援
一覧の充実を図り、学内周知を行う。

・利用促進に向けた広報活動の一環として、
制度や施設の利用者の声を集約し、Webサイ
トにて紹介する。

くるみん認定を活用し、本学イ
メージの向上を図る。

委員会/推進室

・くるみんマークを積極的に活用し、子育て支
援、両立支援の環境が整備された組織として
対外的にアピールを行う。必要に応じてくるみ
んマークの利用支援を行う。

・公的研究費公募における加算評価が受けら
れるよう、研究推進部等関係箇所と連携し、
学内周知を行う。

男性の育児休職の取得を促すた
め、育児休職に関する情報の提
供を対象者へ行う。

委員会/推進室
広報調査部会

・育児・介護休業法の改正に伴い、「産後パパ
育休」、育休分割など新たな制度の利用促進
のため、ガイドやチラシを作成・活用する。

・育児・介護休業法の改正に伴う対応につい
て、管理職者への理解促進に向けた働きかけ
を行う。

・学内に限らず、学外も含めて仕事と育児の
両立に有益な情報やWebサイト等を集約し、

ダイバーシティ推進室WebサイトやMywaseda
などを通して周知する。

くるみん認定基準以外の外部評
価制度の調査を行う。

委員会/推進室
・くるみん認定以外の外部評価制度の認定取
得、申請可能性を検討するため、調査を行
う。

Ⓒ

次世代育成支援対
策推進法の「くるみ
ん認定」を継続して
受けるための準備を
継続して進めてい
る。

ライフイベントサポート
システムの改善と拡充

4

3

ダイバーシティに
関わる教育・研究
の推進
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年間目標 達成基準・状態 施策 担当 担当における具体的計画
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4
ライフイベントサポート
システムの改善と拡充

Ⓒ

介護支援について
必要な情報が教職
員へ届いている。

介護支援について現状の制度を
整理し、効果的な情宣を行う。

委員会/推進室

・「介護と仕事の両立支援セミナー」第二弾の
開催に向けた働きかけを行う。

・学内ニーズ（実情・要望）を把握し、必要と思
われる介護支援サービスや制度を検討し、関
係箇所に提案する。

・ライフイベントに係る研究支援制度に、介護
支援を導入する可能性について引き続き摸
索するにあたり、他大学の運用実態につい
て、調査を進める。

・学内・学外含めて、仕事と介護の両立支援
に関する有益な情報を集約し、Webサイトに
て紹介する。

ニュースレターを定期発行する。
Webサイトによる情報発信を充実
させるとともに、効果的な広報を
工夫する。

委員会/推進室
広報調査部会

・「さんかくニュース」No.28およびNo.29を企

画・編集し、発行する。（2022年9月、2023年3
月）
※タイムリーな話題をわかりやすく提供する。

・コンテンツの充実に加え、Webサイトのトップ
ページのカテゴリーを再構成し、知りたい情
報へのアクセシビリティを向上させる。
※話題性やストーリー性のあるコンテンツは、
大学トップページにも掲載していただけるよう
広報課に働きかけを行う。

UDマップ掲載情報（次回更新情
報）を蓄積する。

委員会/推進室
制度環境部会
広報調査部会

・引き続き、企画建設課、障がい学生支援室、
総務課等、関係箇所との連携により、情報収
集を行う。

英語による情報発信をより充実
させる。

委員会/推進室
広報調査部会

・Webサイト上の自箇所発信記事について、

英語による発信率を50%まで向上させる。「さ

んかくニュース」については引き続き、100％
英語発信を継続していく。

6
女性専任教員
比率の向上

Ⓖ

女性活躍推進法に
基づく一般事業主
行動計画が目標達
成に向け、順調に進
んでいる。

一般事業主行動計画の2022年
度の結果をとりまとめる。

委員会/推進室

・任期の定めのない教員の女性教員採用比
率について調査方式を工夫して実施し、結果
を集計して報告する。

・「女性の活躍に関する情報公表」を更新・公
開する。

・教職員にアンコンシャス・バイアスを理解し、
正しい対処法を学んでもらうために動画コン
テンツ（「ダイバーシティ推進を阻むアンコン
シャス・バイアス」）を活用した啓発活動を行
う。

・教職員にアンコンシャス・バイアスを正しく理
解してもらうためにリーフレット『無意識のバ
イアス-Unconscious Bias - を知っています
か？（男女共同参画学協会連絡会著
（2019）)』を活用した啓発活動を行う。

7
女性専任職員・
女性管理職の
比率の向上

Ⓖ

女性職員管理職比
率が確実に向上して
いる。

比率向上のために、管理職者（男
女問わず）が留意するべきことを
明確にし、周知徹底する。

管理職となること目指す女性職
員を増やすための働きかけを行
う。

委員会/推進室

・管理職の多様なロールモデルを紹介する
「キャリアセミナー」を継続的に開催し、職員の
キャリア志向を醸成する。

・教職員にアンコンシャス・バイアスを理解し、
正しい対処法を学んでもらうために動画コン
テンツ（「ダイバーシティ推進を阻むアンコン
シャス・バイアス」）を活用した啓発活動を行
う。

・教職員にアンコンシャス・バイアスを正しく理
解してもらうためにリーフレット『無意識のバ
イアス-Unconscious Bias - を知っています
か？（男女共同参画学協会連絡会著
（2019）)』を活用した啓発活動を行う。

ⒼⒸⒹⓈⓇⓄ

早稲田大学のダイ
バーシティ推進状況
が学内外に広く正し
く認識されている。

5
ダイバーシティ推進
についての進捗状況
の周知
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年間目標 達成基準・状態 施策 担当 担当における具体的計画

分野記号： Ⓖ（gender）ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ／Ⓒ（care）育児・介護／Ⓓ（disability）障がい／Ⓢ（sexual minority）ｾｸｼｭｱﾙﾏｲﾉﾘﾃｨ／

               Ⓡ（race and ethnicity）人種・民族／Ⓞ（others）その他

8
女性キャリア初期
研究者への支援

Ⓖ

「メンター制度」の利
用者数が前年度より
増加している。

「メンター制度」や制度を利用し
た方の声を学内に周知する。

委員会/推進室
制度環境部会

・メンター制度の利用対象者（学生・大学院
生・キャリア初期研究者等）及び学内教職員
へ制度の周知徹底を図る。

・9月以降の新体制の広報活動を行う。

・メンティーの意見やその後の状況等の追跡
調査を行い、成果の検証を行う。

Ⓖ

附属・系属校の女子
生徒（高校生）への
具体的な働きかけ
が行われている。

女子学生の学部選択におけるベ
ストマッチングを促す取り組みを
行う（文系理系を問わず女性の
少ない学問領域に対する生徒・
保護者のアンコンシャスバイアス
の低減を図る）。

委員会/推進室
教育研修部会

・高大接続推進課と協働し、附属・系属校の
女子生徒たちが学問分野への理解を深め、
将来のキャリアプランを描くことができるよう
「Rikohティータイムシンポジウム」や「ワーク・
ライフバランスデザインワークショップ」への参
加を呼びかける。
（とりわけ高校生の参加を意図したイベントに
ついては、開催時間の設定において高校の授
業時間等への配慮を行うようにする。）

・オンラインイベントの場合は特に、生徒の保
護者の参加も促すような働きかけも行ってい
く。

Ⓖ

キャリアセンター等、
学内他箇所との協
力体制が強化され
ている。

キャリアセンターや各学術院等に
よる女子学生の進学・就職に関
するセミナー等に協力するととも
に、ワークライフバランスを考える
機会を提供する。

委員会/推進室
教育研修部会

・各キャンパスにおける女子学生・女性研究者
支援のシンポジウムおよび交流会継続に加
え、ワークライフバランスをテーマとし学生・大
学院生を対象とした支援を行う。

・学内外の関係箇所との連携を図り、情報提
供を行う。

Ⓓ

学内のハード面での
バリアフリー化率が
向上している。

障がい学生支援室等と連携し、
障がい者への合理的配慮にもと
づくバリアフリー化の促進に向け
た働きかけを行う。

委員会/推進室
制度環境部会

・各キャンパス建物ごとの最新のバリアフリー
化状況を把握し、学内のバリアフリー化を向
上させる。

・関係箇所との連携のもと、建物ごとのバリア
フリー機能（エレベーター、エスカレーター、だ
れでもトイレ等）の案内サインの検討や予算確
保に向けた働きかけを行う。

Ⓡ

多様な文化や言語
をもつ構成員や学
外者に対する配慮
ある情報環境の整
備が行き届いてい
る。

すべて構成員が情報弱者となる
ことなく、平等に必要な情報を取
得し、（学生）正課活動、正課外
活動、研究活動、（教員）教育研
究活動、(職員）業務活動を遂行
できる環境を享受できる大学づく
りを目指す。
具体的にはさらなるインクルー
ジョン推進のため、「英語化」をよ
り一層進めていく。

委員会/推進室
制度環境部会

・引き続き、大学が構成員に提供する各種情
報・ドキュメントのうち、英語化が未着手な部
分の洗い出しを行う。

・英語化の推進に向けた学内の合意形成、英
語化の推進に向けたプロセスの構築、優先順
位の検討を行う。

・英語化推進にかかる予算確保に向けた働き
かけを行い、重要度、優先順位の高い情報・
ドキュメントの英語化に着手するよう要請す
る。

9
女子学生の
進学・就職支援

10

バリアフリー化促進
に向けた
ハード・ソフト両面での
環境整備推進
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